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明

悪

上

人

説
話
考

佐

イ左

木

雄

* 

（
註1
）

中
世
寺
院
僧
侶
資
料
に
み
ら
れ
る
明
恵
上
人
の
稗
尊
の
生
園
印
度
へ
の
渡
航
祈
願
に
就
て
は
既
に
周
知
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
改
め
て
上
人
の
印
度
渡
航
の
企

輩
、
思
想
的
な
根
擦
に
就
き
、
一
臆
史
買
に
の
っ
と
っ
て
考
察
す
る
と
共
に
、
そ
れ
が
説
話
化
さ
れ
た
諸
相
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

さ
て
、
上
人
の
渡
印
企
闘
が
、
如
何
な
る
思
想
的
立
場
や
宗
教
的
態
度
に
操
っ
て
ゐ
た
か
、ll

中
世
梯
教
の
成
立
展
開
の
上
に
、
重
大
な
思
想
的
動
因
の

一
つ
と
し
て
作
用
し
た
の
は
、
所
謂
末
法
思
想
で
あ
る
。
即
ち
、
静
浄
法
華
の
新
宗
教
の
提
唱
の
根
接
、
或
は
南
都
古
宗
の
復
興
運
動
の
動
機
も
、
末
法
意
識

- 1 

「
正
像
ノ
二
時
ハ
オ
ハ
リ
ニ
キ
如
来
ノ
遺
弟
悲
泣
セ
ヨ
」

例
へ
ば
法
然
の
末
法
観
は
恵
心
以
来
の
そ
れ
を
よ
り
組
織
的
に
強
調
し
、
更
に
親
驚
は
正
像
末
和
讃
に
お
い
て

と
歎
じ
て
ゐ
る
。
斯
様
な
淳
土
門
流
の
末
法
観
の
立
場
は
、
そ
の
末
法
濁
世
を
現
賓
の
ま
斗
率
直
に

に
多
少
共
ふ
れ
あ
う
て
居
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。

調
陀
の
力
に
侠
つ
の
態
度
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
こ
そ
こ
の
末
法
観
は
一
入
こ
の
法
門
に
於
て
は
、
極
め
て
鮮
明
に
特
色
づ
け
ら

れ
植
要
な
思
想
的
立
場
と
な
っ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
の
末
法
観
は
津
土
門
の
み
濁
占
し
た
宗
教
意
識
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
新
興
の
聖
這
門
は
無
論
、
既
成
宗

汲
の
聖
這
門
の
場
合
に
於
て
も
、
末
法
観
に
射
し
関
心
や
態
度
が
な
か
っ
た
の
で
も
な
い
。
例
へ
ば
長
い
間
僅
か
に
顕
密
教
圏
の
下
に
寄
食
す
る
の
外
は
、
全

く
枯
渇
不
振
の
態
を
つ
ど
け
た
南
都
僻
教
、11
1

奈
良
古
宗
が
此
の
時
代
に
、
勃
然
教
撃
の
振
興
を
喚
起
、
戒
律
の
強
調
に
努
め
、
漸
く
復
古
的
機
運
に
の
っ

肯
定
し
、
只
管
他
力
本
願
、



て
復
興
的
運
動
が
起
さ
れ
た
の
も
、
つ
ま
り
、
末
法
濁
世
の
到
来
、
意
識
の
浸
潤
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
末
法
観
を
如
何
に
の
り
き
る
か
に
於
て

封
新
興
諸
宗
へ
の
反
動
的
活
況
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
や
う
な
南
部
悌
教
復
興
運
動
の
最
尖
端
に
あ
り
、
華
巌
宗
改
革
復
興
を
も
っ
て
自
ら
任
じ

た
上
人
は
、
五
濁
悪
世
末
法
到
来
の
世
に
如
何
な
る
立
場
と
態
度
を
示
し
た
か
。

彼
の
末
法
観
に
封
す
る
理
論
的1
i

教
事
的
立
場
は
、
法
然
の
著
選
捧
本
願
念
悌
集
を
手
に
し
た
際
、
直
ち
に
こ
れ
を
反
駁
す
ベ
く
起
草
さ
れ
た
建
暦
二
年

〈
註2
）

（
七
ト
一
一
）
の
擢
邪
論
三
省
及
び
擢
邪
輪
荘
厳
記
一
巻
と
な
っ
て
一
不
さ
れ
た
。
彼
の
場
合
、
末
法
観
を
人
一
倍
感
受
す
れ
ば
す
る
程
、
末
法
違
土
に
生
れ
た
身
で

あ
れ
ば
あ
る
程
、
一
層
口
県
剣
な
異
質
求
法
、
E
法
の
惇
道
者
と
し
て
立
つ
ベ
く
自
覚
し
、
悌
陀
の
昔
へ
還
れ
正
法
の
歪
み
な
く
轄
じ
た
在
り
し
日
の
如
く
、
自

ら
を
み
が
い
て
高
く
、
進
め
よ
と
叫
び
、
積
極
的
に
末
法
思
想
克
服
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
弦
に
闘
志
と
緊
張
を
そ
の
言
動
の
裡
に
窺
ひ
得
ら
れ
る
。
「
拙
き
哉
や

へ
註3
）

道
の
潟
に
身
を
や
っ
き
ば
眼
も
く
じ
り
鼻
を
も
切
り
耳
を
も
そ
ぎ
手
足
を
も
断
ち
査
す
ベ
し
」
と
事
賓
自
ら
耳
を
き
り
無
耳
法
師
と
競
し
た
。
文
「
如
何
な
る
魔

（
註
4）

の
託
す
る
に
か
有
け
ん
度
々
に
既
に
淫
事
を
犯
さ
ん
と
す
る
便
り
有
し
に
不
思
議
の
妨
あ
り
て
打
ち
さ
ま
し
打
ち
さ
ま
し
て
絡
に
志
を
遂
げ
ざ
り
き
」
と
い
ふ-2 ー

一
生
不
犯
の
浄
身
を
完
う
し
、
如
何
に
煩
悩
克
服
の
潟
に
戟
っ
た
か
が
解
る
。
し
か
も
、
「
備
に
な
り
て
も
何
か
せ
ん
道
を
成
じ
て
も
何
か
せ
ん
一
切

（
註5
）

求
め
心
を
捨
て
は
て
徒
者
に
成
還
り
て
大
地
を
ば
打
は
づ
す
と
も
道
を
う
ち
は
づ
す
事
は
有
ま
じ
き
」
の
道
心
に
よ
る
精
進
は
績
け
ら
れ
た
。
彼
の
末
法
観
に

封
す
る
立
場
態
度
は
理
論
に
先
行
し
て
、
斯
る
巌
し
い
宗
教
生
活
中
に
貫
践
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
末
法
濁
世
と
い
ふ
意
識
は
時
間
的
歴
史
的
に
あ
た
ら
固

錐
形
的
な
細
り
方
を
し
て
、
正
法
の
堕
ち
く
だ
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
共
に
相
闘
し
て
土
地
風
土
の
上
に
も
及
ぼ
さ
れ
、
末
法
観
は
地
理
的
風
土
的
な
角
度
に

於
て
も
か
な
り
強
く
意
識
せ
ら
れ
た
。
官
時
の
宗
教
家
の
常
套
語
が
所
謂
末
法
遁
土
の
一
請
で
あ
る
。

E
法
の
昔
を
追
慕
す
る
こ
と
に
も
ま
し
て
、
せ
め
て
波
浮

告
白
は

高
里
の
霊
地
に
直
接
拝
せ
ん
と
す
る
聖
地
信
仰
乃
至
大
陸
信
仰
は
既
に
斯
る
意
識
に
於
て
匪
胎
し
助
長
さ
れ
た
。
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
の
日
宋
交
通
の
新
展

開
、
こ
れ
と
関
聯
す
る
宋
版
一
切
経
将
来
熱
の
高
潮
、
五
肇
山
文
殊
示
現
説
の
輸
入
と
流
行
、
或
は
南
海
補
陀
落
質
在
設
の
信
仰
等
、
そ
の
他
賞
時
の
梁
塵
秘
抄

（
註6
）

に
詠
ま
れ
た
大
陸
型
地
信
仰
諸
相
は
、
す
べ
て
斯
様
な
末
法
的
宗
教
意
識
の
上
に
現
象
し
た
も
の
で
あ
る
。
｜
｜
偶
々
末
法
遁
土
に
生
れ
た
身
を
如
何
に
生
抜

く
べ
き
か
、
そ
の
蛾
烈
な
宗
教
的
性
格
に
身
を
こ
が
し
、
正
法
を
懸
ふ
上
人
の
敬
虞
な
情
は
果
し
て
何
慮
に
遊
り
出
で
た
か
。
そ
れ
は
じ
っ
と
し
て
ゐ
た
ふ
ま

れ
ず
、
大
慈
父
稗
噂
の
懐
に
故
郷
へ
突
入
す
る
他
は
な
か
っ
た
。かく
て
嘗
時
盛
ん
と
な
っ
た
貿
易
風
、大
陸
聖
地
信
仰
の
一
般
的
風
潮
に
満
帆
を
張
り
、
命



賭
じ
て
願
ふ
雨
三
度
、
逢
か
五
印
度
天
竺
へ
渡
航
企
童
と
な
っ
て
現
れ
た
。

為、

i 

上
人
渡
印
企
圃
の
史
買
を
一
般
的
侍
記
行
献
記
等
に
み
る
に
、
彼
の
渡
天
の
志
の
漸
く
顕
著
と
な
っ
た
の
は
、
建
久
七
年
（
上
一
時
ハ
）
頃
で
あ
る
。
ま
だ
二
十

代
に
入
っ
た
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、
・
然
も
そ
の
企
童
準
備
は
、
「
西
域
慈
恩
等
の
惇
記
に
依
て
所
々
の
遺
跡
を
検
ベ
或
は
求
法
高
僧
の
巡
躍
の
跡
を
尋
ね
て
筆

（
註7
）

を
下
し
椴
名
を
以
て
、
注
し
集
め
た
る
物
あ
り
金
文
玉
軸
集
と
ぞ
競
し
け
る
」
も
の
が
既
に
あ
っ
た
程
具
龍
化
さ
れ
て
ゐ
た
。
西
域
記
や
慈
思
侍
等
の
西
域
求
法

の
族
行
停
記
等
を
関
し
準
備
す
る
毎
に
、
「
西
天
魔
々
ノ
遺
跡
コ
レ
滅
後
の
所
蹄
ナ
リ
上
古
求
法
ノ
三
蔵
コ
レ
ガ
タ
メ
ニ
生
ヲ
軽
ク
セ
リ
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
足
歩
ノ

（
詑8
）

尋
ヌ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
何
ゾ
必
シ
モ
生
ヲ
全
ク
セ
ム
」
と
渡
天
の
難
業
を
痛
感
し
、
命
を
賭
し
決
行
の
費
悟
で
あ
っ
た
。
常
時
洛
西
栂
尾
一
帯
は
文
費
上
人
を
中

心
に
、
暫
々
事
件
や
高
尾
騒
動
の
潟
幾
度
か
故
郷
紀
州
に
移
っ
た
が
、
恰
も
建
久
末
年
紀
州
湯
浅
の
海
遅
刻
島
に
在
っ
た
頃
、
己
が
脚
を
洗
ふ
海
水
の
績
く
慮

ー
西
海
砂
だ
と
し
て
水
平
線
の
果
つ
る
彼
方
、

尼
蓮
縄
河
に
も
漣
る
で
あ
ら
う
太
洋
を
眺
め
や
っ
て
は
稗
尊
懸
慕
の
情
懐
に
耽
り
、

（
詫9
）

ま
た
悌
遺
跡
か
一
洗
う
た
で
あ
ら
う
海
水
に
ぬ
る
斗
と
思
へ
ば
渚
の
小
石
一
つ
も
懐
し
く
、
手
に
と
っ
て
胸
に
あ
て
た
と
い
ふ
。
か
く
し
て
一
段
と
そ
の
宿
志
は

（
註
印
）

熟
し
建
仁
の
年
を
迎
へ
、
「
今
コ
ノ
ト
年
ニ
ナ
サ
ズ
パ
年
来
ノ
大
願
虚
妄
一
一
ナ
リ
ナ
ム
シ
カ
シ
今
ハ
西
土
雲
遊
ノ
志
ヲ
ト
グ
ペ
シ
」
と
そ
の
決
行
に
つ
き
同
輩
と

種
々
評
定
す
る
所
が
あ
っ
た
。
彼
は
嘗
時
（

4
1止
法
一
リ
凶
）
紀
州
在
田
久
保
田
の
庄
の
親
族
に
身
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
年
正
月
不
思
議
な
事
件
が
起
っ

た
。
そ
れ
は
同
家
の
宗
光
の
妻
（
橋
氏
の
娘
）
が
正
月
十
九
日
以
後
飲
食
を
断
っ
と
共
に
、
俄
に
起
居
動
作
が
嬰
り
廿
六
日
午
の
刻
に
至
る
や
、
「
我
是
春
日
明

〈
註
日
）

紳
ナ
リ
御
房
西
天
ノ
修
行
ヲ
思
立
タ
シ
メ
給
フ
コ
ノ
事
ト
ド
メ
奉
ラ
ム
ガ
タ
メ
ニ
降
レ
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
て
、
即
ち
春
日
明
紳
が
こ
の
女
に
選
き
彼
の
渡
天
企

固
に
封
し
要
請
的
に
中
止
の
託
宣
を
降
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
の
後
引
績
き
中
止
の
託
宣
が
あ
っ
た
潟
、
多
年
宿
願
の
渡
天
決
行
は
一
先
づ
中
止
の
己
む

な
き
に
至
っ
た
。
か
く
し
て
渡
印
企
童
の
史
買
は
春
日
明
神
宣
託
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
漸
く
紳
秘
化
さ
れ
初
め
て
ゐ
る
が
、
こ
の
間
の
託
宣
に
就
て
の
事
情
は
、

彼
の
上
足
義
林
房
喜
海
に
よ
り
春
日
大
明
紳
御
託
宣
記
と
し
て
委
細
が
綴
ら
れ
て
ゐ
る
。

聴
て
は
遠
く
五
天
竺
の
海
、

文
彼
の
惇
記
行
肢
に
於
け
る
こ
の
事
件
の
紋
越
は
）
例
へ
ば
「
建
仁



（
詮
ロ
）
（
註
臼
〉

年
中
に
春
日
大
明
紳
御
降
託
あ
り
事
多
に
依
て
別
に
注
に
之J

と
か
、
「
此
間
前
後
詞
誼
問
答
首
尾
繁
多
欺
今
取
v
要
一
二
載
v
之
：
：
：
委
細
之
旨
如
＝
別
記
こ
と

い
ふ
如
く
、
こ
の
春
日
明
一
紳
託
宣
記
を
必
ず
抄
出
引
操
し
て
照
臆
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
a
A
る
託
宣
記
に
よ
る
渡
印
企
董
中
止
理
由
の
紳
秘
化
が
こ
の
史
貫
を
し
て

（
特
に
中
止
に
閲
す
る
部
分
の
み
を
）
説
話
的
に
設
展
せ
し
む
る
第
一
過
程
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
そ
れ
は
と
も
角
、
一
廉
は
そ
の
企
壷
の

中
止
を
や
む
な
く
さ
れ
た
が
、
然
も
向
彼
の
胸
に
燃
え
残
る
渡
天
の
宿
志
は
再
び
焔
と
な
り
、
設
に
改
め
て
更
に
一
一
層
周
到
な
準
備
を
も
っ
て
再
度
，
の
企
画
が

な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
元
久
二
年
（
ト
一
．
一
恥
五
）
春
の
頃
で
あ
っ
た

0

．
「
元
久
二
年
春
比
年
来
の
本
意
た
る
間
渡
天
性
一
の
事
思
ひ
立
ち
給
ひ
け
り
同
心
の
同
行
五
六
人
也

志
を
一
に
し
て
既
に
そ
の
管
み
に
及
ぶ
又
大
唐
の
長
安
城
よ
り
中
天
性
一
王
合
城
に
至
る
ま
で
の
路
衣
の
里
教
に
付
て
先
達
の
日
記
を
尋
ね
此
を
検
ベ
注
し
給
ふ

（
註M
）

今
に
上
人
の
御
一
組
袋
の
中
に
あ
り
然
る
問
評
定
し
管
で
殆
ん
ど
衣
裳
の
出
で
立
ち
に
及
ぶ
」
程
決
行
の
機
は
熟
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
文
不
遇
に
も
上
人
の
身

上
に
「
然
る
に
上
人
俄
に
重
病
を
煩
ひ
給
へ
り
其
病
の
瞳
普
通
に
非
ず
飲
食
な
ど
も
如
v
例
起
あ
へ
て
煩
な
じ
、
只
此
渡
天
竺
談
合
の
時
の
み
身
心
苦
痛
す
：
：
：

心
中
に
深
く
思
ひ
定
む
る
時
は
雨
方
の
腹
背
に
通
て
刺
痛
し
悶
紹
す
是
只
事
に
非
ず
先
年
渡
天
性
万
事
既
に
思
立
し
時
春
日
大
明
紳
種
々
の
御
託
宣
あ
り
し
に

シ
（
註
日
〉

依
て
思
留
り
き
思
留
る
と
い
へ
ど
も
其
志
難v
休
し
て
亦
思
立
つ
と
こ
ろ
な
り
乍
v
去
数
日
病
悩
し
て
身
心
疲
極
す
る
間
遠
行
難
v
叶
」
と
奇
蹟
が
起
っ
た
。
悲
歎

（
註
路
）

の
最
後
の
望
み
も
、
春
日
明
紳
の
不
可
波
天
の
識
に
再
度
の
企
査
も
止
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
紳
秘
的
な
中
止
理
由
は
前
同
様
春
日
明
紳
の
託
宣
で
あ
る
。
一－ 4. 一一

* 

上
人
渡
印
企
園
の
一
般
的
停
記
行
朕
の
諸
本
（
註
参
照
）
は
以
上
の
如
く
、
然
も
中
断
阻
止
せ
ら
れ
た
こ
と
は
宿
命
的
に
春
日
明
紳
の
託
宣
に
結
び
つ
け
ら

れ
、
そ
の
中
止
理
由
に
闘
す
る
限
り
史
貨
は
紳
秘
化
さ
れ
肯
き
難
い
疑
惑
と
検
討
の
徐
地
を
の
こ
し
て
ゐ
る
。

と
も
角
も
上
人
渡
天
の
宿
願
が
如
何
に
篤
き
も
の
で
あ
っ
た
か
驚
嘆
畏
敬
に
徐
り
あ
る
。
上
人
自
筆
の
印
度
行
程
記
に
於
て
痛
感
す
る
廃
で
あ
る
。
彼
は
幾

度
か
西
域
記
慈
思
惇
等
に
よ
り
梯
蹟
調
査
、
路
順
里
程
を
細
々
と
注
記
し
た
記
録
の
保
存
せ
ら
れ
た
旨
が
喜
海
等
に
よ
っ
て
そ
の
惇
記
に
述
べ
ら
れ
た
慮
で
あ

る
が
そ
の
記
録
こ
そ
所
謂
印
度
行
程
記
で
あ
る
。
即
ち
渡
天
に
際
し
大
唐
長
安
か
ら
摩
詞
陀
圏
、
王
合
城
に
至
る
ま
で
の
里
程
日
程
を
詳
細
に
調
べ
記
録
し
お



か
れ
た
渡
印
行
の
日
程
表
で
、
現
に
京
都
高
山
寺
の
所
蔵
す
る
慮
で
あ
る
。そ
の
大
略
を
み
る
に
、
長
安
よ
り
壬
舎
城
迄
の
里
数
は
小
里
に
し
て
五
高
里
と
定

め
之
を
大
里
即
ち
三
十
六
了
一
里
に
よ
っ
て
換
算
す
る
と
八
千
三
百
三
十
三
里
十
二
丁
、小
里
の
百
里
は
大
里
で
は
十
六
里
廿
四
丁
と
な
る
即
ち
一
日
行
程
八

里
と
す
れ
ば
王
舎
城
到
着
に
は
千
日
を
要
す
ベ
く
年
日
教
を
三
百
六
十
日
と
す
れ
ば
正
月
一
日
に
長
安
京
を
出
議
し
第
三
年
目
の
十
月
十
日
に
王
舎
城
に
到
着

し
得
る
（
或
は
故
障
等
に
よ
り
八
里
宛
歩
け
ぬ
場
合
を
強
想
し
て
）
若
し
日
別
七
里
宛
歩
く
と
回
限
定
す
れ
ば
一
千
百
三
十
日
を
要
し
て
第
四
年
目
の
二
月
二
十
日

（
註
げ
）

着
く
べ
く
若
し
一
日
五
里
宛
と
し
た
な
ら
ば
一
千
六
百
日
即
ち
第
五
年
目
の
六
月
十
日
の
牛
の
刻
に
到
着
す
る
の
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
中
に
「
印
度
は
併
生
園

へ
註
刊
日
）

也
依
轡
慕
之
思
難
抑
潟
遊
意
計
之
哀
々
マ
イ
ラ
ハ
ヤ
」
と
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
感
激
の
一
言
葉
を
も
ら
し
て
ゐ
る
。
煩
現
な
里
数
日
教
の
換
算
測
定
に
上
人
渡
天
の

士
山
の
蛾
烈
さ
民
撃
さ
を
最
も
切
賓
具
憧
的
に
惇
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
斯
様
な
準
備
心
構
へ
に
も
か
ふ
は
ら
ず
阻
止
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
程
噂
慕
情
の
耕
民
ら
ぬ

消
息
は
「
夢
之
記
」
に
夢
物
語
と
し
て
み
ら
れ
る
。
彼
の
講
式
類
の
著
作
中
、
舎
利
講
式
浬
繋
講
式
十
六
羅
漢
講
式
如
来
遺
跡
講
式
の
所
謂
四
座
講
式
を
初
め
、

稗
尊
懸
慕
の
心
根
か
ら
制
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
事
賓
や
、
歌
集
（
胸
部
胤
手
）
の
中
に
悌
蹟
を
詠
ん
だ
歌
の
多
い
の
も
渡
天
宿
志
を
思
ひ
併
せ
て
一
層
肯
け
る

の
で
あ
る
。
そ
の
望
み
も
空
し
く
高
山
寺
隠
棲
後
も
倫
一
草
一
木
石
片
の
一
つ
を
も
採
り
来
っ
て
庭
前
に
前
正
費
山
や
迦
蘭
陀
竹
林
薗
を
擬
し
て
遺
跡
を
か
た

ど
り
梯
跡
を
偲
び
僅
か
に
渡
天
宿
志
の
満
た
さ
れ
ぬ
自
ら
を
慰
め
た
。
彼
の
親
交
の
勝
月
房
慶
政
ド
一
人
は
入
宋
泉
州
に
在
り
（
諸
誠
一
浩
．

D
）
時
に
南
蕃
人
に
曾
ひ

（
註
四
）

、
南
蕃
文
字
（
波
新
文
）
を
か
ふ
せ
た
。
こ
れ
は
「
潟
迭
遣
本
朝
排
和
倫
騨
庵
令
書
之
彼
和
向
殊
芳
印
度
之
風
故
也
沙
門
慶
政
謹
記
之
」
と
あ
る
如
く
、
高
排
の

一一 ζ 一一

も
と
へ
の
心
づ
く
し
で
あ
っ
た
。

上
人
の
渡
天
の
志
が
蛾
烈
純
情
で
あ
っ
た
ど
け
、
然
も
そ
の
阻
止
が
悲
劇
的
で
あ
る
だ
け
に
、
殊
に
春
日
明
紳
の
降
託
と
い
ふ
紳
秘
的
な
、
そ
れ
白
樺
既
に

劇
的
な
構
成
を
さ
へ
も
っ
て
ゐ
る
上
人
の
渡
印
企
固
と
そ
の
挫
折
事
情
に
就
て
の
説
話
化
が
、
忽
ち
に
し
て
中
世
文
皐
の
線
に
沿
っ
て
流
布
し
た
の
も
謂
れ
な

き
ζ

と
で
は
な
い
。

* . 



唱ー

〈
註
却
〉

今
そ
の
説
話
化
の
諜
展
を
み
る
に
、
上
人
入
寂
後
（

4
1翠
一
句
計
一
川
河
歳
）
そ
の
遺
弟
義
林
房
喜
海
に
よ
り
栂
尾
明
恵
上
人
惇
記
の
中
に
怨
み
あ
る
渡
印
企
宣
と

し
て
の
こ
さ
れ
、
文
中
止
に
就
て
の
春
日
明
紳
降
託
は
春
日
明
神
託
宣
記
（
紳
現
惇
記
）
と
し
て
撰
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
共
に
撲
連
年
時
は
未
詳
な
れ
ど
、
託
宣
記

の
寓
本
末
文
に
、
「
貞
永
年
中
於
＝
栂
尾
竹
内
住
房
吋
列
＝
彼
御
降
臨
之
座
席
「
正
所
＝
見
聞
－
之
問
、
密
事
等
記
留

v
之
、
更
不
v
可
v
及
＝
外
間
一
本
記
己
被
＝
破
却
－
畢
、

（
註
勾
）

全
雄
v
不
v
可
注
＝
留
之
「
但
是
潟v防
－
－
白
藤
亡Z
J
恐
記
v
之
、
能
々
可
v
秘
可
v
秘
失
、
華
巌
宗
沙
門
喜
海
」
と
あ
り
、
又
本
文
終
り
に
「
カ
ノ
御
託
宣
正
本
ノ
記

（
註m
）
保
温

a
a’

ハ
上
人
存
日
ノ
ト
キ
破
却
セ
ラ
レ
畢
ヌ
」
と
も
あ
っ
て
、
も
と
上
人
自
身
に
託
宣
記
が
あ
っ
た
が
在
世
中
に
破
却
せ
ら
れ
た
の
で
害
海
が
再
び
撰
述
し
た
と
述

（
註
勾
）

然
し
託
宣
記
の
成
立
に
就
て
は
幾
多
の
疑
問
が
の
こ
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
も
角
喜
海
は
師
の
入
寂
後
十
九
年
示
寂
（
服
警
一
詐

E
－M
）
故
害
海
の

従
っ
て
上
人
渡
天
に
関
す
る
惇
記
行
朕
は
彼
の
波
後
二
十
年
迄
は
出

べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

連
作
と
さ
れ
る
も
の
は
、
少
く
と
も
建
長
二
年
頃
迄
に
は
製
作
さ
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。

ぬ
中
に
門
弟
達
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
、
然
も
既
述
し
た
如
く
喜
海
筆
の
託
宣
記
は
特
に
渡
天
企
葦
の
中
止
に
つ
い
て
、

史
買
の
説
話
化
は
こ
与
に
端
を
議
し
た
の
で
あ
る
。

中
心
的
且
つ
最
初
の
劇
的
紳
秘
的
な
影

爾
後
俳
教
的
色
調
の
多
い
中
世
を
流
れ
る
説
話
文
撃
の
護
展
に一－ ~ 一一

筆
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

沿
っ
て
流
布
す
る
こ
の
説
話
を
取
扱
っ
た
諸
文
献
は
何
れ
も
春
日
明
紳
託
宣
記
を
、

と
し
展
開
し
て
ゐ
る
。
攻
に
そ
の
主
な
る
も
の
を
撰
述
年
時
順
に
指
摘
す
る
。

（
叫
一
閉
山
）

先
づ
喜
海
波
後
五
年
目
（
謹
む
即
位
．

D
）
橘
成
季
の
著
古
今
一
者
間
集
（
幹
部
）
に
み
え
、
園
女
皐
関
係
書
中
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
文
遺
弟
順
性
房
高
信
が
害
海

（
常
お
）

の
和
字
明
恵
上
人
痔
記
合
成
本
と
し
、
仁
和
寺
理
智
院
降
滞
日
僧
都
に
蝿
し
遊
詩
せ
し
め
更
に
補
壁
漢
文
の
明
恵
上
人
行
賊
記
（
詰
紳
下
）
を
編
し
て
ゐ
る
。
－
次
は
三

（
耗
部
）

十
年
後
（
諸
銃
一
%
．

D
）
の
無
性
法
師
の
沙
石
集
（
一
上
ノ
宜
）
紳
明
諮
悲
智
一
慧
有
る
人
費
び
給
ふ
事
の
僚
に
現
れ
、
更
に
サ
七
年
後
（
誠
一
定

J
V）
に
完
成
さ
れ
た

（
註
幻
）

春
日
権
現
験
記
（
巻
十
七
）
の
詞
書
に
至
り
、
絢
欄
な
そ
の
締
巻
の
美
し
さ
と
相
倹
っ
て
極
め
て
流
暢
な
筆
致
で
語
り
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
，
こ
与
で
は
本
書
自
髄

が
春
日
の
紳
威
を
賞
揚
す
る
震
験
物
語
の
魚
、
自
然
こ
の
説
話
は
う
っ
て
つ
け
の
適
は
し
き
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
一
段
と
大
き
く
詳
細
に
亙
り
展
開
さ
れ
、

加
之
そ
の
詞
章
の
表
現
は
後
の
室
町
期
の
謡
曲
春
日
龍
紳
へ
の
接
近
を
想
は
せ
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
更
に
十
七
年
後
（
証
一
計
「
完

D
）
慈
寧
院
僧
正
柴
海
撲
の

（
註
部
）

虞
言
博
記
（
巻
七
）
に
も
み
ら
れ
る
。
然
も
序
で
柴
海
は
、
「
高
排
上
人
ハ
近
世
ノ
人
ナ
レ
ド
モ
其
ノ
行
皐
霊
異
古
へ
ニ
恥
ザ
ル
エ
ヨ
ツ
テ
彼
上
人
計
リ
ハ
書
加

（
註9
）
（
註
初
）

へ
侍
M
」
と
そ
れ
を
敢
へ
て
掲
載
し
た
所
以
を
の
ベ
て
ゐ
る
。
さ
て
更
に
百
二
十
齢
年
後
（
一
齢

E
r
）
行
審
編
塵
添
雄
一
襲
紗
（
噌
肘
一
一
）
五
天
竺
ノ
事
ノ
僚
に
例
の

又
間
接
に
は
そ
れ
を
照
臆
し
抄
出
し
て
ゐ
る
上
人
の
惇
記
行
朕
等
を
出
擦



印
度
行
程
記
の
事
に
ふ
れ
こ
の
説
話
が
の
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
こ
の
説
話
は
室
町
期
迄
流
れ
下
っ
て
議
展
し
、
最
早
車
な
る
説
話
物
語
の
領
域
を
超
え
、

む
し
ろ
乙
の
設
話
を
題
材
と
す
る
よ
り
優
れ
た
劇
的
構
成
へ
の
諜
展
を
と
ぐ
る
迄
に
至
っ
た
。
郎
ち
既
に
書
下
さ
れ
て
ゐ
た
謡
曲
春
日
龍
紳
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
能
本
作
者
註
文
や
二
百
十
番
謡
目
録
等
に
操
り
言
比
れ
て
ゐ
る
如
く
、
世
阿
禰
（
上
一
一
一
吋
一
）
の
作
で
あ
る
が
、
既
に
し
て
寛
正
六
年
（
上
沼
町
丸
）
頃
に
は
観

（
註
担
）

i

世
に
よ
り
世
阿
捕
の
春
日
龍
紳
が
明
恵
上
人
な
る
レ
パ
ト
リl
の
名
を
も
っ
て
賓
際
に
演
能
さ
れ
て
ゐ
た
。
シ
テ
の
春
日
龍
紳
と
ワ
キ
の
明
恵
上
人
と
の
聞
に

取
交
は
さ
れ
て
ゐ
る
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
初
め
、
そ
の
幽
雅
な
歌
詞
は
春
日
権
現
記
の
詞
章
の
前
提
を
恕
は
し
め
、
一
段
の
結
構
そ
の
題
材
が
正
し
く
こ
の
説
話

に
取
材
し
て
脚
色
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
。li

か
く
し
て
上
人
渡
印
企
固
と
挫
折
事
情
を
め
ぐ
り
語
ら
るL
こ
の
説
話
が
、
中
世
を
遁
じ
如
何
な
る
種
類
の

文
献
に
取
上
げ
ら
れ
、
ど
の
様
な
順
序
で
流
布
し
た
か
を
知
り
、
謡
曲
春
日
龍
一
紳
の
成
立
過
程
を
も
同
時
に
知
り
得
た
の
で
あ
る
。

* 

一－ 7 一一

嘗
時
南
都
教
圏
の
生
き
菩
薩
興
正
と
謡
は
れ
た
容
尊
が
弟
子
へ
の
垂
訓
の
中
で
、
「
明
恵
上
人
如
来
在
世
を
懸
ふ
て
常
に
悲
泣
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
、
或
は
鹿
を

（
註
詑
）

見
る
時
は
鹿
野
苑
を
思
ひ
出
し
、
或
は
西
海
を
見
る
時
は
是
も
天
竺
抜
提
河
の
流
れ
つ
ど
き
た
る
同
一
味
の
水
に
て
こ
そ
有
ら
め
と
て
悲
ま
せ
給
ひ
け
る
云
々
」

と
あ
る
如
く
、
韓
寧
慕
情
の
渡
印
企
圃
の
史
賓
と
中
止
挫
折
事
情
の
説
話
化
経
路
に
つ
き
太
略
窺
ひ
得
た
諜
で
あ
る
。
然
も
此
の
説
話
化
に
つ
き
一
一
暦
探
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
は
上
人
渡
印
を
中
止
せ
し
め
た
春
日
龍
一
肝
の
降
託
と
い
ふ
説
話
の
語
る
意
味
は
何
か
、
こ
の
裏
に
何
が
描
映
さ
れ
て
あ
る
か
に
就
て
検
討
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
こ
の
設
話
へ
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
彼
の
中
止
挫
折
の
理
由
に
就
き
、
一
腹
改
め
て
確
か
む
る
べ
き
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
に
就

て
は
上
人
の
上
足
喜
海
の
詮
言
を
初
め
、
そ
の
根
本
史
料
た
る
侍
記
行
限
等
は
例
の
春
日
明
神
託
宣
等
に
よ
り
、
賢
し
く
明
紳
の
降
託
と
い
ふ
紳
秘
性
に
よ
っ

て
甚
だ
史
賓
の
薄
い
説
明
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
む
し
ろ
渡
航
の
際
に
於
け
る
経
費
、
便
船
気
象
健
康
等
の
朕
態
と
か
、
門
弟
初
め
随
喜
蹄
依
者
の
中
止
懇

請
と
か
の
諸
傑
件
の
考
察
も
可
能
で
あ
る
。
此
等
の
諸
僚
件
中
、
元
久
二
年
最
後
の
渡
印
企
園
の
際
、
…
健
康
も
決
し
て
良
好
で
は
な
く
、
総
じ
て
大
陸
渡
航
の

現
貫
性
、
既
に
嘗
時
は
奈
良
朝
平
安
朝
初
頭
の
頃
の
這
唐
使
還
皐
生
の
所
謂
官
費
留
皐
時
代
で
な
か
っ
た
ど
け
に
大
い
に
論
議
の
飴
地
は
あ
る
。

文
同
時
に
上



人
の
場
合
に
於
て
は
既
遠
の
如
く
用
意
周
到
賭
死
懸
命
の
費
悟
に
よ
り
企
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
て
、
上
人
の
風
格
を
慕
ひ
教
化
に
浴
し
た
い
蹄
依
者
達
が
、
一
度
渡
ら
ば
蹄
る
事
の
期
し
難
い
渡
天
竺
の
決
行
を
惜
み
，
中
止
を
請
ふ
切
な
る
事
も
察
す
る
に

（
註
お
）

難
く
な
い
。
後
鳥
羽
上
皇
よ
り
栂
尾
を
賜
り
永
く
華
巌
興
隆
の
勝
一
地
と
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ
、
「
日
出
先
照
高
山
之
寺
」
な
る
寺
競
を
拝
し
た
の
を
初
め
、
執
権
北

（
註
叫
）

傑
泰
時
は
君
臣
の
道
武
人
の
本
分
を
懇
々
と
訓
戒
さ
れ
絶
大
な
崇
蹄
を
寄
せ
た
と
い
は
れ
る
。
又
明
月
記
（
定
家
）
に
は
上
人
が
宛
ら
併
陀
の
在
り
し
日
の
如
く

渇
仰
蹄
依
せ
ら
れ
た
か
ど
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
寛
喜
一
冗
年
（
ト
一
．
一
止
九
）
五
六
月
頃
栂
尾
に
於
け
る
授
戒
曾
に
天
下
の
道
俗
宛
ら
悌
在
世
の
日
の
如
く
曾
場
に
殺
到
、
説

〈
註
お
）

教
聴
聞
も
出
来
ぬ
雑
踏
の
光
景
を
親
し
く
家
族
に
き
い
た
定
家
は
不
幸
授
戒
結
縁
に
遇
は
ぬ
恨
み
を
述
懐
し
て
ゐ
る
。
向
翌
年
三
月
上
人
不
食
の
病
と
聞
く
や

（
註
鉛
）

定
家
は
「
濁
世
の
悌
日
又
隠
れ
ん
と
欲
す
る
賊
」
と
痛
惜
し
て
ゐ
る
。
更
に
同
年
正
月
の
頃
、
上
人
亡
父
追
善
の
潟
故
郷
紀
州
へ
の
蹄
省
の
風
間
停
は
る
や
明

恵
房
遠
所
へ
出
立
と
道
俗
恰
も
併
減
度
に
遇
ふ
が
如
く
悲
歎
し
た
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
御
室
仁
和
寺
門
跡
（
光
蓮
院
御
室
遺
助
法
親
王
）
は
寛
済
法
印
を
遣
は

（
註
幻
）

し
、
栂
尾
止
住
の
懇
請
に
あ
ひ
紀
州
行
の
断
念
が
明
月
記
に
出
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
濁
世
の
悌
日
と
仰
が
る
斗
上
人
は
、
僅
か
に
洛
外
を
出
で
郷
里
に
放
せ
ん
と
す
る
を
さ
へ
、
悌
減
と
惜
み
滞
在
止
住
を
懇
願
し
た
の
で
あ
る
。

（
設m品
）

渡
ら
ば
定
め
て
蹄
る
事
を
得
ん
や
」
と
危
慎
さ
る
・
と
拳
を
慮
つ

が
向
残
さ
れ
た
有
力
な
候
件
と

そ
の
上
人
が
園
土
を
遠
く
離
れ
恐
ら
く
は
異
郷
の
土
と
化
さ
ん
波
一
大
の
難
業
「
先
途
程
遠
し
、

-8 ー

て
中
止
を
請
う
た
こ
と
は
充
分
考
へ
得
ら
れ
る
。
然
し
上
人
渡
印
企
査
の
中
止
理
由
、

そ
の
史
質
的
な
農
相
に
就
て
は
如
上
の
考
察
を
す
る
も
、
向
不
完
未
詳

が
、
只
斯
様
に
し
て
考
察
し
得
た
彼
の
離
園
遠
行
の
企
圃
が
嘗

賓
の
慮
全
く
別
個
な
史
料
を
得
、
ざ
る
限
り
結
局
は
推
測
的
考
察
の
範
園
を
出
な
い
の
で
あ
る
。

時
の
人
心
を
痛
め
た
感
情
の
み
は
こ
の
説
話
成
立
の
上
に
最
も
重
要
視
さ
る
べ
き
事
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

事
以
上
に
、
何
故
に
そ
の
理
由
が
紳
秘
的
な
春
日
紳
託
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
そ
の
史
買
の
説
話
化
こ
そ
解
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
渡
印
中
止
の
史
質
的
理
由
を
求
む
る

* 

上
人
渡
印
中
止
に
就
て
は
何
故
春
日
明
紳
降
託
と
関
係
が
あ
る
か
。先
づ
嘗
時
の
南
都
教
圏
の
事
情
に
闘
す
る
教
曾
史
上
か
ら
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。即
ち
春



日
一
紳
一
位
、
興
一
帽
寺
、
解
脱
上
人
貞
慶
、
明
恵
上
人
高
排
の
相
互
関
係
を
み
る
が
よ
い
。

l
l

春
日
は
藤
原
氏
紳
、
興
一
帽
寺
は
藤
原
氏
寺
、
然
も
解
脱
上
人
は
藤
原
門

族
の
出
身
、
嘗
時
興
一
帽
寺
を
中
心
に
唯
識
法
相
の
復
興
に
努
力
し
、
そ
の
名
撃
は
華
巌
復
興
の
明
恵
上
人
と
相
並
び
教
圏
の
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
雨

（
註
ぬ
）

者
は
明
紳
の
篤
信
者
で
、
「
明
恵
房
解
股
房
を
ば
我
が
太
郎
弐
郎
と
忠
也
」
（
沙
石
集
）
と
か
、
「
さ
れ
ば
上
人
を
ば
太
郎
と
名
付
け
笠
置
の
解
股
上
人
を
ば
衣
郎

（
註M叫
）

と
頼
み
隻
の
限
雨
の
手
の
如
く
し
て
書
夜
各
参
の
擁
護
懇
な
る
と
こ
そ
承
り
て
候
に
：
：
：
」
（
時
制
一
階
）
な
ど

L

明
神
が
語
っ
て
ゐ
る
如
く
二
人
の
関
係
は
春
日
信

華
巌
教
撃
を
撃
ん
だ
経
歴
上
、
こ
の
地
に
縁
深
く
春
日
信
仰
の
篤
き
こ
と
、
解

仰
を
模
と
し
て
結
ば
れ
た
。
明
恵
上
人
は
東
大
寺
戒
培
一
院
に
具
足
戒
を
受
け
、

脱
上
人
と
の
親
交
の
あ
る
は
明
恵
上
人
侍
記
、

歌
集
を
初
め
史
質
的
に
明
白
で
あ
る
。
こ
の
説
話
を
形
作
る
上
に
素
地
や
妥
嘗
性
を
備
へ
て
致
あ
る

然
し
特
に
明
紳
が
上
人
渡
印
中
止
の
代
詩
者
と
し
て
惇
へ
ら
れ
た
貼
に
就
て
は
特
殊
な
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
暫
く
明
紳
信
仰
そ
の
枇

曾
的
地
位
に
つ
い
て
考
へ
て
み
た
い
。
凡
そ
中
世
を
通
じ
春
日
の
紳
威
の
逗
し
さ
、
こ
れ
に
射
す
る
人
々
の
畏
敬
と
恐
怖
の
程
は
想
像
を
紹
す
る
も
の
が
あ
っ

た
。
例
へ
ば
嘗
時
の
興
一
帽
寺
に
於
け
る
春
日
信
仰
を
利
用
し
て
の
強
訴
は
、
所
謂
山
階
道
理
と
し
て
枇
曾
一
般
に
是
認
さ
れ
、
春
日
の
紳
威
に
よ
る
妓
果
は
上

は
朝
廷
よ
り
下
は
百
姓
荘
民
に
至
る
迄
押
遇
さ
れ
た
も
の
で
、
目
的
達
成
の
矯
に
は
時
に
春
日
の
氏
人
た
る
藤
原
氏
一
族
の
者
さ
へ
氏
族
の
資
格
を
剥
奪
し
氏

（
註
但
）

か
ら
遁
放
勘
嘗
し
去
る
所
謂
放
氏
も
行
は
れ
た
。
或
は
興
一
幅
寺
領
内
に
於
て
も
し
百
姓
荘
民
が
年
具
不
納
の
際
に
於
て
は
団
地
差
押
人
の
潟
に
宗
教
的
武
装
に

〈
註M
M）

よ
る
貼
札
、
即
ち
団
地
に
春
日
の
紳
木
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
目
的
妓
果
を
充
分
に
取
め
得
た
場
合
さ
へ
あ
っ
た
。
春
日
縁
起
に
鹿
島
香
取
の
雨
紳
が
鹿

に
乗
っ
て
き
た
と
設
か
れ
て
以
来
春
日
の
紳
鹿
へ
の
尊
崇
は
高
め
ら
れ
、
神
鹿
に
射
す
る
中
世
貴
族
の
信
仰
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
僅
か
一
頭
の
紳

（
註
円
相
）

鹿
ゆ
え
に
官
位
を
没
取
さ
れ
生
命
を
失
っ
た
も
の
も
あ
る
。

夢
之
記
、

こ
と
は
否
め
ぬ
。

一一 。 一一

と
こ
ろ
が
斯
様
な
権
威
と
性
格
を
以
て
中
世
枇
曾
に
君
臨
し
た
そ
の
春
日
明
紳
は
上
人
の
渡
印
に

際
し
て
、
「
我
ガ
思
フ
ト
コ
ロ
ハ
、
今
一
二
生
モ
人
間
ニ
置
キ
奉
リ
テ
、
人
間
ノ
導
師
ト
セ
ム
ト
思
フ
、
然
レ
パ
天
性
プ
御
遊
行
ハ
、
我
極
テ
歎
キ
思
候
ナ
リ
、

其
大
願
ヲ
モ
タ
ス
ケ
奉
ラ
ム
ズ
ル
コ
ト
ニ
テ
候
ヘ
ド
モ
、
タ
ぐ
コ
ノ
日
本
閤
ニ
置
キ
奉
リ
テ
、
此

（
註
“
）

園
ノ
導
師
ト
セ
ム
ト
思
フ
、
御
房
有
縁
ノ
衆
生
イ
ク
ラ
モ
マ
チ
ウ
ケ
テ
候
へ
パ
：
：
：
」
或
は
又
「
御
知
見
ノ
前
一
一
ハ
、
百
千
寓
里
モ
遠
近
隔
ナ
シ
ト
イ
フ
ト
モ
、

（
註
必
）

凡
夫
ノ
習
ヒ
ハ
、
進
カ
ニ
ナ
シ
ド
申
候
事
ハ
、
心
細
キ
様
一
一
費
候
」
と
春
日
明
神
託
宣
記
に
は
見
え
て
ゐ
る
。
こ
の
紳
鹿
が
上
人
の
前
に
頭
を
垂
れ
膝
を
折
り

（
註M間
）

地
に
伏
し
稗
奔
恭
敬
し
た
と
も
あ
る
。
か
く
の
如
き
春
日
の
紳
の
言
動
は
昔
時
の
春
日
の
紳
威
、
そ
の
性
格
の
通
念
よ
り
す
れ
ば
全
く
特
異
例
で
は
あ
る
。
が

タ
ト
ヒ
天
智
一
へ
渡
リ
給
ト
モ
、
其
モ
我
等
コ
ソ
守
護
シ
テ
、



然
も
既
に
み
る
如
く
そ
の
春
日
の
紳
も
上
人
の
前
に
は
や
は
り
一
介
の
世
間
並
の
凡
夫
衆
生
と
し
て
の
感
情
を
も
ら
し
惇
へ
て

b
る
。

即
ち
上
人
の
渡
印
遠
行

を
痛
惜
し
て
止
ま
ぬ
と
い
ふ
世
間
一
般
の
感
情
を
春
日
の
紳
に
代
静
せ
し
め
て
説
く
こ
と
が
、
官
時
の
春
日
の
一
脚
威
を
想
へ
ば
他
の
如
何
な
る
代
詩
者
に
も
勝

っ
て
妓
果
的
な
説
話
化
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
否
説
話
化
の
動
機
よ
り
す
れ
ば
上
人
波
印
を
惜
む
感
情
の
代
詩
と
い
ふ
よ
り
も
、
そ
の
渡
印
を
果
し

得
ず
止
ん
だ
上
人
の
宿
怨
に
封
し
て
、
こ
れ
を
慰
め
前
一
悼
す
べ
き
僻
は
存
日
の
一
仰
の
言
葉
を
以
て
代
償
せ
し
む
る
よ
り
な
か
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち

春
日
明
紳
の
降
託
と
は
賢
現
不
可
能
の
上
人
へ
の
慰
邸
で
あ
り
哀
悼
の
僻
で
あ
っ
た
。
何
れ
に
せ
よ
か
く
春
日
の
紳
威
を
上
人
波
印
中
止
の
理
由
の
中
に
持
込

ん
だ
と
解
明
科
す
る
時
、
こ
れ
を
紋
述
し
脚
色
し
惇
へ
た
託
宣
記
の
筆
者
の
侍
記
伴
者
と
し
て
の
凡
庸
な
ら
ざ
る
着
想
は
閑
却
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

7主

こ
の
上
人
政
印
企
主
中
止
町
一
山J何
一
脚
制
化
し
て
在
日
明
一
仰
の
降
託
を
以
て
侍
へ
、
出
入
賞
か
ら
説
話
へ
の
最
初
の
根
披
と
な
っ
た
の
は
所
謂
春
日
明
紳
託
宣
記

で
あ
る

J

こ
の
説
日
化
の
机
披J
も
託
2
1
r山
の
神
脳
性
に
裂
し
て
ゐ
る
が
、
本
書
の
一
向
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
上
人
自
身
の
託
宣
記
の
正
本
が
あ
っ
た
が
存
命
中
破
却

さ
れ
た
局
そ
の
高
弟
義
林
一
加
古
海
が
再
び
編
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
然
も
現
に
幾
程
か
の
類
本
が
停
へ
ら
れ
て
ゐ
る
ら
し
く
、
大
日
本
併
教
全
書
（
一

（
斗
批
灯
）

二
四
知
）
興
一
服
寺
叢
書
第
二
所
取
の
本
記
の
末
文
刊
記
に
も
一
不
さ
れ
て
居
り
、
紀
州
施
無
畏
寺
所
蔵
の
も
の
は
大
日
本
史
料
第
五
編
之
七
明
恵
上
人
の
博
記
の

（
註
何
回
）
（
註
仰
）

僚
下
に
所
敗
、
南
紀
箕
島
の
上
山
勘
太
郎
氏
戒
の
巻
子
本
明
恵
上
人
行
以
一
一
一
容
の
中
に
本
記
が
別
容
と
し
て
附
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
一
紳
現
侍
記
（
喜
海
撰
）
も

（
詰
問
）

類
本
で
あ
り
、
春
日
樺
現
験
記
、
そ
の
一
部
と
日
せ
ら
れ
る
訓
賢
の
春
日
御
流
記
等
と
関
係
深
く
、
春
日
権
現
験
記
の
塁
本
と
な
っ
た
の
は
恐
ら
く
こ
の
託
宣

記
で
あ
ら
う
。
が
と
も
あ
れ
、
再
海
が
指
し
て
一
百
ふ
上
人
自
身
の
一
日
叫
ん
斗
記
の
一
氏
本
と
い
ふ
の
は
、
恐
ら
く
夢
の
記
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。

（
註
日
）

託
宣
記
に
於
て
「
寵
居
ノ
保
ハ
我
等
ウ
ケ
、
サ
ル
ナ
リ
、
解
一
応
ノ
御
房
ハ
不
思
議
一
一
一
ぷ
ナ
ル
人
一
一
候
フ
、
立
（
モ
能
店
ノ
傑
我
等
ウ
ケ
ズ
候
ナ
リ
」
と
か
、
「
ナ
ヲ

（
註
臼
）

北
村
マ
イ
ラ
セ
候
ベ
キ
ナ
リ
」
な
ど
斗
春
日
の
一
神
は
述 一－ 1｛） 一一

ナ
ヲ
主
道
謹
一
一
居
住
セ
シ
メ
給
へ
、
ス
南
京
一
一
居
住
ア
ル
ベ
シ
、又
、
必
－
R
春
山
へ
来
ラ
シ
メ
給
フ
ベ
シ
、

べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
要
旨
は
明
恵
上
人
も
解
股
上
人
の
如
く
龍
居
隠
遁
す
る
こ
と
な
く
南
都
教
問
へ
の
活
躍
を
願
ふ
も
の
が
み
ら
れ
た
貼
で
あ
る

e



結
局
す
る
に
解
脱
上
人
の
隠
遁
と
明
恵
上
人
の
渡
印
遠
行
と
を
惜
む
二
つ
の
感
情
が
こ
の
一
向
上
人
の
交
遊
関
係
を
媒
介
と
し
て
春
日
信
仰
の
上
に
錯
綜
交
流

し
て
構
成
表
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。* 

最
後
に
こ
の
説
話
の
爾
後
に
於
け
る
展
開
流
布
に
就
て
補
足
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。濁
世
の
悌
日
と
迄
仰
が
れ
た
上
人
が
渡
印
企
董
を
決
行
せ
ん
と
す
る
度
毎
に

春
日
明
一
脚
が
設
服
中
止
せ
し
め
得
た
と
説
か
る
ふ
こ
の
説
話
は
、

結
果
よ
り
す
れ
ば
中
世
を
遁
じ
て
春
日
の
紳

こ
の
説
話
の
流
布
が
神
秘
的
な
着
想
結
構
に
よ
る
説
話
的
興
味
か
ら
の
み
で
な
く
、
も

っ
と
よ
り
現
質
的
な
意
圃
や
賞
用
主
義
的
な
意
味
に
於
て
康
く
流
布
さ
れ
た
こ
と
も
閑
却
出
来
な
い
。
そ
れ
は
普
遁
説
話
の
民
間
侍
承
に
よ
っ
て
よ
り
も
、
む

そ
れ
が
中
止
理
由
の
史
質
で
あ
る
も
な
く
，
も
、

威
を
宣
揚
す
る
上
に
一
一
層
妓
果
的
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

古
今
著
聞
集
に
説
話
文
撃
に
沿
う
て
の
び
ゆ
く
庭
迭
に
は
謡
曲
に
ま
で
議
展
流
布
し
た
。そ
れ
は
鎌
倉
の
初
葉
よ
り
室
町
期
迄
、全
く
中
世
を
通
じ
て
こ
の
展
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し
ろ
こ
れ
に
よ
っ
て
利
す
べ
き
嘗
時
の
寺
枇
、
教
閏
自
憧
が
努
め
て
虞
く
宣
揚
流
布
し
た
こ
の
説
話
の
特
異
性
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
如
く
沙
石
集
に
、

開
で
あ
る
。
然
も
か
や
う
な
こ
の
説
話
の
護
展
し
流
布
さ
れ
つL
あ
っ
た
時
代
は
、
恰
も
中
世
の
宗
教
思
潮
の
推
移
期
で
も
あ
っ
た
。
殊
に
こ
の
時
代
に
於
け

る
紳
併
閥
係
の
動
向
に
は
そ
れ
が
漸
く
顕
著
に
見
え
始
め
て
き
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
過
渡
期
と
言
ふ
よ
り
は
む
し
ろ
紳
悌
閥
係
に
於
け
る
反
轄
の
時
期
で

従
来
の
長
き
に
わ
た
る
本
地
垂
漣
的
な
紳
併
関
係
は
、
こ
の
時
代
に
於
け
る
園
家
我
の
自
費
の
強
化
に
伴
っ
て
、
改
め
て
闘
家
主
義
的
立

場
か
ら
見
直
さ
れ
、
紳
悌
の
主
従
的
関
係
は
こ
与
に
反
轄
し
て
、
悌
本
一
脚
法
か
ら
紳
本
悌
漣
へ
、
紳
俳
闘
係
論
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
轄
回
が
行
は
れ
、
所
謂
反

本
地
垂
漣
説
は
膨
済
と
し
て
唱
へ
ら
れ
つ
ふ
あ
っ
た
。
加
ふ
る
に
文
永
弘
安
の
役
と
い
ふ
引
績
い
た
未
曾
有
の
園
際
的
非
常
時
の
腫
験
は
、
い
や
が
上
に
も
、

紳
本
主
義
の
一
脚
風
は
、
既
に
し
て
紳
と
併
と
の
距
離
を
年
代
的
に
も
、
地
域
的
に
も
引
き
は
な
し
、
か
つ
て
は
末
法
違
土
と
観
念
さ
れ

必
然
新
し
く
認
識
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
斗
に
偶
－R明
恵
上
人
が
止
み
難
く
、
思
ひ
切
れ
ぬ
多
年
の
宿
願
に
、
死

こ
れ
を
中
止
せ
し
め
た
の
が
他
な
ら
ず
、
買
は
春
日
の
一
紳
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
の
設

あ
っ
た
と
言
へ
る
。

園
家
意
識
を
強
調
し
、

た
こ
の
園
土
の
本
来
性
は
、

を
以
て
も
遠
き
異
域
の
天
竺
に
渡
り
、
併
跡
を
拝
し
詣
で
ん
と
し
た
時
、



か
斗
る
こ
の
時
代
の
宗
教
思
潮
の
微
妙
な
動
き
の
上
に
は
、
極
め
て
意
義
深
い
構
想
で
あ
る
。
然
も
こ
の
説
話
は
、
か
や
う

な
紳
悌
閥
係
の
動
向
の
趣
き
嬰
る
過
程
の
中
を
通
過
し
流
布
さ
れ
る
時
、
さ
う
し
た
時
代
の
宗
教
思
潮
の
推
移
と
、
い
か
に
照
慮
し
、
或
は
い
か
な
る
風
に
嬰

話
は
、
既
に
そ
の
結
構
自
慣
が
、

明
恵
上
人
の
渡
印
が
企
査
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
春
日
の
託
宣
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
と
い
ふ
最
初
の
説
話
化
が
行

は
れ
た
時
代
、

易
せ
し
め
ら
れ
て
護
展
し
た
で
あ
ら
う
か
。

即
ち
鎌
倉
時
代
の
初
葉
に
あ
っ
て
は
、
未
だ
一
脚
併
の
関
係
も
本
地
垂
越
の
極
盛
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
説
話
の
中
で
も
、
末
法
遁
土
観
も
是

認
さ
れ
、
特
に
一
脚
本
主
義
に
よ
っ
て
こ
の
説
話
の
趣
向
が
制
精
さ
れ
嬰
易
さ
れ
る
と
一
一
一
日
ふ
如
き
こ
と
は
な
か
っ
た
。

然
る
に
日
本
の
聾
の
愈
々
高
ま
っ
て
紳
悌

閥
係
が
全
く
逆
轄
し
、
「
一
紳
の
本
地
を
併
と
は
、
よ
く
も
知
ら
、
さ
る
こ
と
ば
か
な
、
根
本
地
の
紳
こ
そ
悌
と
な
ら
せ
給
ひ
っ
ヘ
衆
生
を
化
度
し
給
ふ
な
れ
」
（
幸

若
舞
、
百
合
若
大
臣
の
巻
）
と
い
ふ
如
き
流
行
歌
さ
ヘ
出
た
室
町
期
に
至
っ
た
時
、
」
の
説
話
の
趣
向
は
、
か
な
り
園
家
主
義
的
、
一
脚
本
主
義
的
な
角
度
へ
曲

こ
の
説
話
が
室
町
期
の
謡
曲
春
日
龍
一
脚
に
至
っ
た
時
、

っ
て
護
展
さ
れ
て
い
っ
た
。
即
ち

既
に
そ
こ
で
は
、
シ
テ
の
春
日
龍
一
脚
は
ワ
キ
の
明
恵
上
人
に
衣
の

や
う
に
一
一
一
口
ひ
切
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
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へ
註
日
）

「
俳
在
世
の
時
な
ら
ば
こ
そ
、
見
聞
の
盆
も
有
る
ベ
け
れ
。
今
は
春
日
の
御
山
こ
そ
、
即
ち
霊
鷲
山
な
る
ベ
け
れ
。
」
そ
し
て
更
に
地
謡
の
詞
に
は
、
「
天
牽
山

（
註M
）

を
拝
む
べ
く
ん
ば
、
比
叡
山
に
参
る
ベ
し
、
五
蓋
山
の
望
み
あ
ら
ば
、
吉
野
筑
波
を
奔
す
ベ
し
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
、
明
恵

aの
渡
印
遠
行
の
無
意
義

を
突
き
、
宗
教
上
の
外
尊
内
卑
主
義
か
ら
反
轄
し
て
、
外
へ
憧
れ
た
心
は
、
自
ら
な
る
内
を
省
み
て
ゐ
る
。
か
つ
て
の
憧
様
で
あ
っ
た
印
度
の
悌
跡
崇
拝
や
大

陸
聖
跡
信
仰
は
、
今
は
日
本
の
園
土
の
内
に
移
行
さ
れ
て
、
む
し
ろ
紳
明
崇
拝
が
、
こ
れ
に
代
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
註1
）

（
註2
）

（
註3
）

（
註4
）

（
註5
）

（
註6
）

明
恵
上
人
高
排
洛
西
栂
尾
に
住
す
（
一
一
七
一
千
ー
一
二
三
ニ
A
・
D
）

擢
邪
輪
及
び
斑
殻
記
の
雨
書
は
共
に
、
日
本
大
蔵
経
華
巌
宗
章
疏
下
編
或
は
浮
土
宗
金
書
第
八
巻
に
所
牧
せ
ら
れ
て
ゐ
る

栂
尾
明
恵
よ
人
惇
記
巻
上
（
図
文
京
方
悌
敬
叢
書
策
一
輯
策
五
巻
倖
記
部
上
、
二
五
O
頁
奥
岡
正
遵
氏
編
明
恵
上
人
要
集
本
一
二
一
貝
）

向
上
巻
下
（
向
上
二
九
O
頁
同
上
六
O
i
六
一
頁
）

栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
（
園
文
東
方
悌
敬
叢
書
第
一
輯
第
三
巻
法
語
部
五
二
頁
明
悪
上
人
要
集
本
一
二

O
頁
）

森
克
己
氏
自
宋
交
通
と
末
法
的
生
活
と
の
閥
聯
（
日
本
宗
教
史
研
究
第
一
輯
）
同
氏
宗
版
一
切
経
輸
入
に
劃
す
る
枇
曾
的
考
察
（
宗
教
研
究
新
第
十



（
註7
）

（
註8
）

（
註9
〉

（
註
叩
）

（
註
日
）

（
註
ロ
）

（
註
日
）

（
註M
）

（
註
日
）

（
註
日
）

（
註
幻
〉

（
註
問
）

（
註
日
）

（
註
却
）

（
註
幻
）

（
註
泣
）

三
巻
第
四
披
）
等
参
照

栂
尾
明
憲
上
人
惇
記
巻
上
（
闘
文
東
方
悌
敬
叢
書
第
一
輯
第
五
巻
惇
記
部
上
二
五
二
頁
明
恵
上
人
喪
集
本
一
五
頁
）

春
日
大
明
神
御
託
宣
記
（
大
日
本
働
敬
金
書
一
二
四
珊
興
繭
寺
叢
書
第
二
所
牧
二
五
九
頁
明
憲
上
人
要
集
本
一

l
i

二
頁
）

高
山
寺
報
思
院
本
高
山
寺
明
悪
上
人
行
欺
巻
中
（
明
恵
上
人
要
集
本
四

O
頁
）
前
後
を
参
照

註
8

参
照

註
8

参
照

栂
尾
明
悪
上
人
惇
記
巻
上
（
闘
文
京
方
悌
数
叢
書
第
一
輯
第
五
巻
停
記
部
上
二
五
七
頁
明
恵
上
人
要
集
本
二
二
頁
）

高
山
寺
報
恩
院
本
高
山
寺
明
恵
上
人
行
扶
巻
中
（
明
恵
上
人
要
集
本
三

O
頁
）

栂
尾
明
恵
よ
人
惇
記
巻
上
（
園
文
京
方
悌
敬
叢
書
第
一
輯
第
五
巻
惇
記
部
上
二
六
九
｜
二
七

O
頁
明
恵
上
人
要
集
本
三
六i
一
二
八
頁
高
山
寺
報
思

院
本
高
山
寺
明
恵
よ
人
行
扶
巻
中
（
明
恵
上
人
要
集
本
四
六

l

四
八
頁
）

前
項
参
照

前
項
参
照

印
度
行
程
記
（
原
寸
縦0
・
一
五
九
米
横0
・
六
四
六
米
）
（
大
日
本
史
料
第
五
編
之
七
、
四
二
七

i

四
二
八
頁
）

前
項
参
照

高
山
寺
奮
藤
波
新
丈
文
書
（
山
間
永
年
代
議
）
橋
本
選
吉
博
士
編
輯
慶
牧
上
人
惇
所
牧
に
よ
る
（
大
日
本
悌
教
金
書
一
一
五
加
遊
方
停
叢
書
第
三
、

五
六
六
l

五
六
七
頁
）

和
字
の
上
下
二
巻
よ
り
な
る
普
通
流
布
本
と
し
て
は
寛
永
五
年
の
版
本
が
あ
り
之
に
は
更
に
高
信
の
編
越
せ
る
明
憲
上
人
遺
訓
一
巻
も
合
冊
さ
れ

て
ゐ
る
他
に
和
字
本
と
し
て
は
大
和
法
隆
寺
本
紀
伊
親
王
院
本
等
同
系
統
の
明
恵
よ
人
俸
が
あ
り
叉
別
に
記
伊
施
無
長
寺
本
の
高
山
寺
明
恵
上
人

行
扶
上
下
二
巻
が
あ
る
も
、
上
中
下
三
巻
あ
っ
た
原
本
の
中
巻
を
か
い
て
し
ま
っ
た
も
の
ら
し
く
渡
印
企
輩
及
び
そ
の
中
止
事
情
に
関
す
る
部
分

を
か
く

大
日
本
働
敬
金
書
二
一
四
珊
（
明
官
邸
上
人
要
集
本
参
照
）

前
項
参
照
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（
註
お
）

（
註M
）

（
註
お
）

（
註
お
）

（
註
幻
）

（
註
お
）

（
註
却
）

（
註
却
）

（
註
担
）

（
註
辺
）

（
註
お
）

（
註M
）

（
註
お
）

（
註
初
）

（
註
幻
）

（
註
祁
）

（
註
ぬ
）

（
註
崎
）

（
註
札
）

東
大
寺
農
言
院
所
蔵
華
巌
之
敬
章
僻
名
駄
本
上
巻
奥
書
参
照
（
村
上
素
道
氏
編
著
明
恵
よ
人
二
四
四
一
只
）

校
註
日
本
文
革
大
系
（
第
十
巻
三
八
九l
三
九
O
頁
参
照
）

高
山
寺
報
恩
院
本
高
山
寺
明
恵
上
人
行
欣
谷
下
末
丈
高
信
の
識
語
参
照
（
明
憲
上
人
要
集
本
七
五
一
只
）

藤
井
乙
男
博
士
校
註
不
二
三
共

経
済
雑
誌
枇
版
、
群
書
類
従
第
一
科
五
八
二
瓦
何
本
書
の
詞
章
作
者
に
つ
い
て
は
諸
構
者
の
附
に
諸
説
あ
っ
て
必
づ
し
も
一
定
せ
ぬ
日
本
給
巻
物

集
成
第
三
四
巻
所
牧
問
中
一
一
松
氏
の
解
説
参
照

岡
文
京
方
悌
救
護
菩
倍
二
輯
策
五
巻
惇
記
部
二
八G
i

二
八
一
一
良
及
び
一
ニ
0
0
頁
（
倫
本
書
は
大
日
本
備
敬
金
書
一O
六
珊
に
も
所
牧
）

前
項
参
照

大
日
本
悌
敬
金
書
一
五
O
加
二
八
一
l・t－
二
八
二
一
良

親
元
日
記
宜
正
六
年
三
月
九
日
の
僚
参
照

血
〈
正
菩
薩
敬
訓
聴
聞
位
指
（
原
本
大
和
西
大
寺
巌
園
文
京
方
悌
敬
叢
書
第
一
輯
第
三
巻
法
語
部
二
一
九
頁
）

高
信
撰
高
山
寺
縁
起
序
参
照
（
明
恵
上
人
要
集
本
一
頁
）
其
他
明
悪
上
人
停
記
行
朕
等
参
照

栂
尾
明
恵
上
人
博
記
巻
下
及
び
溢
柿
（
群
書
類
従
所
牧
）
頼
山
陽
著
日
本
外
史
明
恵
上
人
歌
集
（
舟
崎
文
庫
藤
明
悪
上
人
要
集
程
歌
歌
詠
全
集
前

牧
）
参
照

明
月
記
貰
喜
一
万
年
五
月
十
五
日
の
僚
（
図
書
刊
行
曾
本
政
府
一
二
九
九
頁
）
同
六
月
一
日
の
僚
（
向
上
一

O
二
頁
）

明
月
記
寛
喜
二
年
コ
一
月
三
日
の
依
（
向
上
九
O
頁
）

明
月
記
寛
喜
二
年
E
月
サ
コ
一
日
の
保
（
向
上
一
ム
ハ
六
頁
）

栂
尾
明
恵
上
人
惇
記
容
よ
（
岡
文
京
方
偶
数
叢
書
第
一
輯
第
五
巻
俸
記
部
上
二
七
一
一
良
明
恵
上
人
要
集
本
三
八
頁
）

藤
井
乙
男
博
士
校
註
本
二
ニ
一
良

校
註
日
本
丈
準
大
系
第
二
十
巻
二
五
六
頁

所
謂
放
氏
に
つ
い
て
は
古
く
は
故
松
本
愛
重
博
士
の
放
氏
考
（
史
事
雑
誌
第
十
一
編
所
牧
）
が
あ
り
近
く
は
平
田
俊
春
氏
の
強
訴
考
（
第
三
章
嬉
四

節
興
繭
寺
と
放
氏
の
現
具
皐
雑
誌
傍
四
十
八
編
集
四
競
所
牧
）
等
が
あ
り
特
に
平
田
氏
の
論
稿
は
貴
重
で
あ
る
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（
註
必
）

（
註
必
）

（
註
斜
）

（
註
必
）

（
註
必
）

（
註
幻
）

（
註
錦
）

（
註ω
）

（
註ω
）

（
註
日
）

（
註
臼
）

（
註
日
）

（
註
臼
）

中
村
吉
治
氏
岡
地
に
紳
木
を
立
て
る
こ
と
｜
興
繭
寺
領
に
於
け
る
岡
地
差
押
に
就
て
｜
（
日
本
宗
教
史
研
究
曾
編
日
本
宗
教
史
研
究
第
二
輯
寺
院

経
済
史
研
究
所
牧
）

大
屋
徳
城
氏
春
日
の
紳
鹿
に
劃
す
る
中
世
貴
族
の
信
仰
向
村
吉
永
氏
春
日
一
柳
一
祉
の
紳
鹿
に
就
い
て
（
以
上
寧
柴
十
一
春
日
披
所
牧
）

大
日
本
偽
敬
全
書
二
一
四
加
二
六
一l
二
六
二
頁
（
明
恵
上
人
要
集
本
六
八
頁
）

前
現
象
照

古
今
著
聞
位
荒
巻
二
程
敬
部
（
校
註
日
本
文
革
大
系
第
十
巻
三
八
九
頁
）
春
日
搭
現
験
記
巻
十
八
（
群
書
類
従
第
一
輯
紳
紙
部
五
八
四
頁
）

大
日
本
悌
設
金
書
一
二
四
加
二
七
一
一
良

大
日
本
史
料
第
五
編
之
七
、
四
三
七
｜
四
五
六
頁
所
牧

明
悪
上
人
要
集
本
漢
文
明
恵
上
人
行
版
所
牧
倫
巻
頭
例
言
に
於
け
る
荻
野
仲
三
郎
氏
解
説

大
日
本
悌
敬
金
書
一
二
四
茄
二
一
七
二
五
八
頁
所
牧

大
日
本
悌
敬
金
書
一
二
四
冊
二
六
二
貝
（
明
恵
上
人
要
集
本
五
頁
）

向
上
二
六
四
頁
（
向
上
二
一
頁
）

謡
曲
春
日
龍
神
（
校
註
日
本
文
革
大
系
第
十
二
巻
、
二
五
六
l
l

二
五
七
頁
）

前
項
参
照
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